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まえがき 

3 

ま
え
が
き 

  

二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年 

現
在
、
万
葉
集
に
は
、
未
解
決
の
難
訓
歌
や
、 

解
釈
の
定
ま
ら
な
い
歌
が
、
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
は
、 

千
三
百
年
以
上
も
未
解
決
だ
っ
た
謎
の
、
『
明
快
』
な
解
決
案
を
示
し
ま
す
。 

 

従
来
の
曖
昧
な
大
意
の
解
釈
と
は
異
な
り
、 

本
稿
は
、
『
簡
潔
』
な
の
に
『
具
体
的
』
で
、
『
明
確
』
か
つ
『
詳
細
』
、 

『
歴
史
と
符
合
』
す
る
の
で
、
『
説
得
力
』
の
あ
る
解
釈
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

各
稿
の
詳
細
は
、
独
立
し
た
論
文
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
、 

「
本
邦
初
」
で
す
。 

『
明
快
』
な
『
謎
解
き
』
を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 



 

4 

各
歌
の
問
題
点
と
、
解
決
案
の
概
要 

 

・
額ぬ
か

田た
の

王
お
ほ
き
み

の
莫ば
く

囂ご
う

圓え
ん

隣り
ん

歌か

（
巻
一
・
九
） 

問
題
：
最
初
の
二
句
『
莫
囂
圓
隣
之 

大
相
七
兄
爪
湯
氣
』
が
難
訓
で
、 

 

諸
説
が
あ
り
混
乱
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
詳
細
な
意
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

解
決
：
鍵
と
な
る
『
表
意

ひ
ょ
う
い

兼け
ん

表
ひ
ょ
う

音お
ん

文も

字じ

』
を
提
案
し
ま
す
。 

 

試
訓
と
、
「
明
確
に
意
味
が
通
る
」
、
全
文
の
意
訳
を
提
示
し
ま
す
。 

 

題
詞
に
沿
う
、
温
泉
の
『
湯ゆ

気げ

の
文
脈
』
で
、 

 

「
有あ
り

間ま
の

皇み

子こ

の
亡な

き
面お
も

影か
げ

を
、
湯
気
に
映う
つ

し
て
、
昇
天
を
想
う
歌
」 

 

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。 

 



各歌の概要 

5 

・
中
大
兄

な
か
の
お
ほ
え

の
大
和

や

ま

と

三さ
ん

山ざ
ん

の
歌
（
巻
一
・
十
三
～
十
五
） 

問
題
：
三
山
を
男
女
の
色
恋
に
喩た
と

え
、
そ
の
性
別
論
争
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
第
二
反は
ん

歌か

に
は
『
反は
ん

歌か

に
似に

ず
』
（
似
つ
か
わ
し
く
な
い
）
の 

 

注
釈
が
あ
り
、
長
歌

ち
ょ
う
か

や
第
一
反
歌
と
は
無
関
係
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

反は
ん

歌か

と
は
、
長
歌
の
意
を
反
復
、
補
足
、
ま
た
は
要
約
す
る
歌
で
す
。 

解
決
：
『
高
山
』
に
『
か
ぐ
や
ま
』
の
訓
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
自
体
が
、 

 

「
そ
も
そ
も
の
間
違
い
」
だ
と
し
、
素
直
に
『
た
か
や
ま
』
と
読
み
ま
す
。 

 

そ
こ
か
ら
「
全
て
」
が
導
き
出
さ
れ
、
性
別
と
注
釈
の
問
題
を
解
決
し
、 

 

「
全
て
に
『
整
合
性
』
が
有
る
結
論
」
を
得
ま
す
。 

 

長
年
に
わ
た
り
、
三
山
の
性
別
論
争
が
続
い
て
き
た
が
、
も
し
も
本
稿
が 

 

妥
当
な
ら
ば
、
こ
の
論
争
に
「
終
止
符
」
を
打
つ
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 



 

6 

・
額ぬ
か

田た
の

王
お
ほ
き
み

と
井ゐ
の

戸へ
の

王
お
ほ
き
み

の
三み

輪わ

山や
ま

の
歌
（
巻
一
・
十
七
～
十
九
） 

問
題
：
十
九
番
歌
の
和わ

歌か

（
唱
和

し
ょ
う
わ

す
る
歌
、
応お
う

じ
る
歌
、
和こ
た

ふ
る
歌
）
に
は
、 

 

『
和こ
た

ふ
る
歌
に
似に

ず
』
（
唱
和
す
る
歌
と
し
て
似
つ
か
わ
し
く
な
い
） 

 

の
注
釈
が
あ
り
、
長
歌

ち
ょ
う
か

や
反は
ん

歌か

と
は
無
関
係
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。 

解
決
：
『
三み

輪わ
の

根ね

麻ま

呂ろ

』
の
仮
説
を
提
案
し
、
陰い
ん

の
『
偲し
の

ぶ
文
脈
』
を 

 

導
入
し
ま
す
。
長
歌
と
反
歌
の
、
陰
の
意
訳
が
重
要
な
先
導
と
な
り
ま
す
。 

 

和
歌
に
、
陰
の
『
三
輪
伝
説
の
文
脈
、
か
つ
偲し
の

ぶ
文
脈
』
を
追
加
し
、 

 

末
尾
の
「
『
勢せ

』

[

古]

は
『
姿
』

す
が
た

」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

 

和
歌
が
陽
陰
で
明
確
に
唱
和
し
ま
す
。
つ
ま
り
、 

 

『
和こ
た

ふ
る
歌
に
似に

ず
』
が
否
定
さ
れ
、
明
確
に
解
決
さ
れ
ま
す
。 

 

三
首
は
陰
に
「
亡な

き
三み

輪わ
の

根ね

麻ま

呂ろ

を
偲し
の

ぶ
歌
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。 



各歌の概要 

7 

・
高
市

た
け
ち
の

皇み

子こ

の
三み

諸も
ろ

の
歌
（
巻
二
・
一
五
六
） 

問
題
：
『
已
具
耳
矣 

自
得
見
監
乍
共
』
が
難
訓
で
、
諸
説
が
あ
り
、 

 

混
乱
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
詳
細
な
意
訳
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

解
決
：
人
の
死
に
際
し
て
「
当
た
り
前
」
の
、
「
字
義
訓
読
」
を
示
し
ま
す
。 

 

「
誤
字
の
仮
定
」
が
あ
り
、
『
已い

』
で
は
な
く
、
『
己き

』
を
使
い
ま
す
。 

 

目
か
ら
鱗
の

う
ろ
こ

訓
読
で
、
今
ま
で
誰
も
言げ
ん

及
し

き
ゅ
う

な
か
っ
た
の
が
不
思
議
で
す
。 

 

訓
読
を
読
み
下
し
文
に
す
る
べ
く
、
『
表
意

ひ
ょ
う
い

兼け
ん

表
ひ
ょ
う

音お
ん

文も

字じ

』
を
使
う
と
、 

 

難
訓
部
分
は
、
「
驚
異
的
」
な
「
多
重
」
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
て
、 

 

「
十
市

と
を
ち
の

皇
女

ひ
め
み
こ

の
自
殺
を
示し

唆さ

」
し
て
お
り
、 

 

「
慟ど
う

哭こ
く

の
歌
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。 

 



 

8 

・
持ぢ

統と
う

天て
ん

皇の
う

の
燃
火

も
ゆ
る
ひ

と
向む
き

南な

山や
ま

の
歌
（
巻
二
・
一
六
〇
、
一
六
一
） 

問
題
：
『
面
智
男
雲
』
が
難
訓
で
あ
り
、
歌
の
意
味
も
「
火
を
包
ん
で
袋
に 

 

入
れ
る
」
で
意
味
不
明
で
す
。
『
向
南
山
』
に
も
定
訓
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

『
向
南
山
』
も
『
星ほ
し

』
も
『
月つ
き

』
も
、
真
意
が
何
な
の
か
不
明
で
す
。 

解
決
：
『
八や

面お
も

智ち

』
は
、
天て
ん

武む

天
皇
陵
の
『
八は
っ

角か
く

墳ふ
ん

』
と
仮
定
し
ま
す
。 

 

『
向む
き

南な

山や
ま

』
は
、
『
南
向
き
の
天
皇
陵
』
と
仮
定
し
、 

 

天
武
天
皇
陵
と
草く
さ

壁か
べ

皇の
み

子こ

の
岡
宮

お
か
の
み
や

天
皇
陵
の
、
二
つ
の
陵
と

み
さ
さ
ぎ

し
ま
す
。 

 

燃
火

も
ゆ
る
ひ

の
歌
は
、
『
八
角
墳
』
に
眠
る
天
武
天
皇
の
成
じ
ょ
う

仏ぶ
つ

を
願
っ
た
歌
で
す
。 

 

向む
き

南な

山や
ま

の
歌
は
、
天
武
天
皇
を
『
星
』
に
、
草
壁
皇
子
を
『
月
』
に
喩た
と

え
、 

 

二
人
の
成
仏
を
天
皇
陵
の
『
雲
』
（
霊れ
い

）
に
喩
え
た
、
別
れ
の
歌
で
す
。 

 


